
各委員会に付託された議案等について、議会最終日に委員長が審査経過と結果を報告します。

総務文教常任委員会 岡田竜一 委員長

市民福祉常任委員会 笹川信子 委員長

経済建設常任委員会 坂井良永 委員長

【常任委員会審査レポート】 総
合
計
画
の
中
の
バ
イ
オ
マ

ス
利
活
用
に
つ
い
て

問	

総
事
業
費
55
億
円
、
年
間
売
電
益

13
億
円
と
す
る
保
内
発
電
所
が
稼

働
す
る
。
誘
致
し
た
市
長
の
所
見

を
伺
う
。

答	

総
合
計
画
や
環
境
基
本
計
画
に
掲
げ

る
方
向
性
に
合
致
。
国
が
進
め
る
地

方
創
生
の
理
念
に
も
か
な
う
。
来
年

以
降
一
定
の
税
収
が
見
込
ま
れ
る
メ

リ
ッ
ト
も
あ
る
。

問	

発
電
に
必
要
な
チ
ッ
プ
材
年
間
６
万

ト
ン
、
１
日
２
０
０
ト
ン
と
な
る
が

供
給
は
ど
う
か
。

答	

事
業
所
、
森
林
組
合
な
ど
と
２
カ
月

に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
協
議
を
行
っ
て

い
る
。
燃
料
確
保
の
め
ど
が
立
っ
て

い
る
報
告
は
受
け
て
い
る
。

問	

同
じ
轍
を
踏
ま
な
い
よ
う
大
島
地
内

の
木
質
ペ
レ
ッ
ト
製
造
メ
ー
カ
ー
の

経
営
破
綻
に
つ
い
て
伺
う
。

答	

立
ち
上
げ
の
際
、
国
の
補
助
金
等
を

活
用
し
た
製
造
設
備
を
含
め
破
産
管

財
人
の
管
理
下
に
あ
り
、
今
後
注
視

し
て
い
く
。

平
成
30  
年
度
減
反
に
伴
う
中

山
間
地
農
業
に
つ
い
て

問	

農
地
の
荒
廃
、
過
疎
化
に
拍
車
が
掛

か
る
。
対
応
策
を
伺
う
。

答	

集
落
間
調
整
の
仕
組
み
が
懸
念
さ
れ

る
。

広
域
連
携
と
市
町
村
合
併
に

つ
い
て

問	

三
条
市
は
、
新
潟
市
と
の
間
で
連
携

中
枢
都
市
圏
の
形
成
に
係
る
協
約
を

締
結
し
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
将
来
を

見
据
え
た
広
域
行
政
の
在
り
方
と
し

て
、
近
隣
の
弥
彦
村
、
燕
市
、
加
茂
市
、

田
上
町
と
の
広
域
連
携
を
進
め
、
最

終
的
に
こ
の
５
市
町
村
に
よ
る
広
域

合
併
を
目
指
し
た
方
が
い
い
の
で
は

な
い
か
。

答	

近
隣
市
町
村
と
の
広
域
連
携
と
市
町

村
合
併
に
つ
い
て
は
、
将
来
的
に
は

県
央
地
域
が
一
つ
に
な
る
べ
き
だ
と

す
る
の
が
、
当
初
か
ら
私
自
身
の
思

い
だ
。
し
か
し
、
今
は
広
域
連
携
の

取
り
組
み
を
一
歩
一
歩
着
実
に
進
め
、

そ
れ
ら
を
通
じ
て
環
境
を
少
し
で
も

整
え
て
い
く
こ
と
が
肝
要
だ
と
感
じ

て
い
る
。

事
業
継
承
に
つ
い
て

問	

熟
練
鍛
冶
職
人
の
伝
統
技
術
の
継
承

を
促
進
す
る
た
め
、
後
継
人
材
の
雇

用
に
関
し
て
支
援
す
る
こ
と
と
し
た

が
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
で
喫
緊
の
課
題

に
な
っ
て
い
る
後
継
人
材
の
雇
用
、

育
成
問
題
を
解
決
す
る
の
が
重
要
。

こ
れ
に
関
す
る
支
援
を
全
産
業
に
拡

大
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答	

人
材
育
成
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と
は

全
く
意
見
が
一
致
し
て
い
る
。
鍛
冶

に
限
ら
な
い
つ
も
り
だ
が
、
全
産
業

に
ま
で
広
げ
る
の
は
難
し
い
。
研
磨

や
木
工
が
あ
る
意
味
関
の
山
か
な
と

感
じ
て
い
る
。

バイオマス発電所のバックヤード

バイオマス発電所の燃料

三条市の工場群

大崎児童館　子どもの遊び場として存続

東三条駅前に交流スペースを併せ持つ駐車場を開設

三条市ものづくり拠点施設の貸事務所増設に伴い、駐車スペースの在り方についても再考を

　議第５号　三条市立保育所条例の一部改正について
では、現在建築中である裏館保育所について、裏館小学
校の隣接地であり、小学校との連携活動をさらに進める
ことができること、これまでなかった駐車場を整備するこ
とにより利便性が向上すること、また２階に木材を使用
することで、より暖かみが感じられる施設となっていると
のことでした。
　議第６号　三条市立児童館条例の一部改正について
では、今後の大崎児童館について、児童クラブの利用が
増え、自由来館の児童数は減少しているが老朽化が進ん
でいないことから、子どもの遊び場として存続していきた

いとのことでした。
　議第10号　平成29年度
三条市一般会計補正予算で
は、ふるさと三条応援寄附金
について、平成28年度決算
では約１６００人の方が２回以上寄付され、２万６１５件
のうち約８％となっているとのことでした。
　報第２号　専決処分報告についてでは、九州北部豪雨
の被災地への支援物資について、ストックしていたもの
の一部と、ストックしていたもので足りないものは購入し
て送ったとのことでした。

　議第２号三条市東三条駅前駐車場条例の制定につい
てでは、出入場の管理を機械ではなく管理人が行うこ
とに伴い、やむを得ず不在になる時間が生じた場合の
使用料について、管理人が入場を確認した時点から使
用時間を起算するという運用を考えている。なお、管
理人が長時間不在になることはなく、監視カメラを設
置し、適正な徴収を行うとのことでした。
　議第10号平成29年度三条市一般会計補正予算で
は、食育推進寄附金を受けて作成するパンフレットに
ついて、地場の野菜を使ったレシピを中心に野菜の旬

や直売所の紹介などを掲載したものを作成し、子ども
が作る弁当の日に初めて取り組む小学５年生に配付し
たいと考えているとのことでした。

　議第１号三条市農業委員会の委員等の定数に関する
条例の制定についてでは、農地最適化推進委員の所掌
事務について、本議案の議決をいただいてから規則など
として整備していきたい。農地のあっせん会への出席に
ついてはもともと農業委員の役割であるが、農地の最適
化に資することであるため、農地最適化推進委員にも出
席いただく予定であるとのことでした。
　議第８号三条市ものづくり拠点施設条例の一部改正
についてでは、駐車場の不足がずっと課題になっている
ため、貸事務所を増やすに当たり、入居者や事務局の車
を別の所に止めるといった考え方も取り入れてスペース

を確保していきたいとのことでした。
　議第10号平成29年度三条市一般会計補正予算では、
高等職業訓練施設の改修工事について、今回は経費の
関係もあり劣化の激しい西
側の壁面を優先して改修し
た。雨漏り等他にも問題が出
てきている中、今後は建物全
体を見た上で、順次対応でき
るよう検討したいとのことで
した。
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